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栃木県産コシヒカリの価格

令和5年

2564円

令和6年

3910円

令和7年

6354円 

2.5倍

農林水産省HPより





年々増加する斑点米カメムシの早期
発見が困難で、被害を拡大させ、品
質や収穫量を不安定にしている

問題



「株式会社タカノドットエフ」の
髙野さん

「株式会社タカノドットエフ」の
髙野さん 物体検出技術を用いて、ド

ローンなどの農地巡回ロボット
を活用し、斑点米カメムシ類を
検出するシステムの開発を試み
る。農家の方と共同でカメムシ
の検出を実践する。

解決策



得られる効果・利益

① 被害の早期発見・被害拡大の防止

③ スマート農業の実現 

② 農作業の省力化・人手不足の解消

④ 地域農業・食料安定供給への貢献
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